
   

広
島
県
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
七
年
十
月
六
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

広
島
県
条
例
第
三
十
四
号 

広
島
県
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
に 

関
す
る
条
例 

全
て
の
県
民
が
等
し
く
社
会
参
加
の
機
会
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
に
貢
献
し
、
人
間
と
し

て
平
等
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
真
に
豊
か
な
社
会
の
実
現
は
、
広
島
県
の
目
指
す
姿
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
、
取
得
し
た
情

報
を
基
に
意
思
の
決
定
及
び
意
見
の
表
明
を
行
う
こ
と
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
る
。
ま
た
、
障
害
者
が
必
要
な
意
思
疎
通
手
段
を
自
ら

の
意
思
で
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
し
、
健
や
か
な

生
活
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
。  

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に

係
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
手
段

が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
た
め
の
環
境
整
備
や
、
県
民
の
障
害
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
で
、
全
て
の
県
民
が
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生

す
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
の
促
進
に
関
し
、
基

本
理
念
を
定
め
、
県
の
責
務
並
び
に
県
民
、
意
思
疎
通
支
援
者
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者
の
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
県
の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者
に
よ
る
情

報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
障
害
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
県
民
が
共
生
す
る
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

障
害
者 

障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障

害
者
を
い
う
。 

二 

意
思
疎
通
手
段 

言
語
（
手
話
言
語
及
び
文
字
言
語
を
含
む
。
）
、
文
字
の
表
示
、
点
字
、
触
手

話
、
手
書
き
文
字
、
指
点
字
、
拡
大
文
字
、
筆
談
、
要
約
筆
記
、
代
筆
、
代
読
、
音
声
出
力
装
置
、

視
線
入
力
装
置
、
平
易
な
言
葉
、
朗
読
、
イ
ラ
ス
ト
等
を
使
っ
た
表
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ



ー
ド
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
、
一
つ
ず
つ
順
序
立
て
た
説
明
、
簡
潔
で
直
接
的
な
表
現
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
活
用
そ
の
他
の
障
害
者
が
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
手
段
を
い
う
。 

三 
意
思
疎
通
支
援
者 

障
害
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
、
及
び
利
用
し
、
並
び
に
円

滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
、
障
害
者
と
そ
の
他
の
者
の
間
に
お
け
る
意
思
疎
通
の
支
援
を
行
う
者

を
い
う
。 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
は
、
県
民
が
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
、
か
つ
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
障
害
者
が
、
そ
の
日
常
生
活
又
は
社
会
生

活
を
営
ん
で
い
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し
く
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
、
及
び
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段
を
使
用
し
、
円
滑
に
意
思
疎
通

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
支
援
は
、
県
、
県
民
、
意
思
疎
通

支
援
者
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者
の
適
切
な
役
割
分
担
に
よ
る
協
働
に
よ
り
、
医
療
、
介
護
、
保
健
、

福
祉
、
教
育
、
労
働
、
交
通
、
電
気
通
信
、
放
送
、
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

司
法
手
続
そ
の
他
の
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
分
野
に
お

い
て
、
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
県
の
責
務
） 

 

第
四
条 

県
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
障
害
者
に
よ
る

情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
基
本
的
か
つ
総
合
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
こ
れ

を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
県
民
の
役
割
） 

第
五
条 

県
民
は
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取

得
及
び
利
用
並
び
に
円
滑
な
意
思
疎
通
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
必
要
な
配
慮
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

障
害
者
は
、
基
本
理
念
の
実
現
の
た
め
、
現
に
情
報
を
取
得
及
び
利
用
し
、
並
び
に
意
思
疎
通
手
段

を
使
用
す
る
者
の
視
点
か
ら
、
県
が
実
施
す
る
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎

通
に
係
る
施
策
に
対
し
て
、
要
望
及
び
意
見
を
積
極
的
に
表
明
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
意
思
疎
通
支
援
者
及
び
関
係
団
体
の
役
割
） 

第
六
条 

意
思
疎
通
支
援
者
及
び
関
係
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
他
の
意
思
疎
通
支
援
者
及
び

関
係
団
体
と
相
互
に
連
携
し
て
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
手

段
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
の
促
進
に
努
め
る
ほ
か
、
県
が
実
施
す
る
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び

利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
に
協
力
し
、
障
害
者
の
意
思
疎
通
を
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
の
役
割
） 

第
七
条 

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に

取
得
し
、
及
び
利
用
し
、
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
配
慮
を
行
う



と
と
も
に
、
県
が
実
施
す
る
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
推
進
体
制
） 

第
八
条 

県
は
、
施
策
の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並

び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
県
、
市
町
、
障
害
者
、
意
思
疎
通
支
援
者
、

関
係
団
体
及
び
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
意
見
を
交
換
し
、
及
び
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る

推
進
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
計
画
及
び
施
策
の
策
定
） 

第
九
条 

県
は
、
前
条
の
推
進
体
制
に
よ
り
、
障
害
者
基
本
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
策
定
す

る
障
害
者
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
に
お
い
て
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利

用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
事
項
及
び
具
体
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
目

標
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
意
思
疎
通
支
援
者
の
養
成
等
） 

第
十
条 

県
は
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
た

め
に
必
要
な
分
野
に
お
い
て
、
障
害
者
が
必
要
と
す
る
情
報
を
十
分
に
取
得
し
、
及
び
利
用
し
、
並
び

に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
意
思
疎
通
支
援
者
の
確
保
、
養
成
及

び
資
質
の
向
上
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
啓
発
及
び
学
ぶ
機
会
の
確
保
） 

第
十
一
条 

県
は
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
手
段
に
つ
い
て
県

民
の
関
心
及
び
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
機
会
の

確
保
に
必
要
な
取
組
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
県
政
の
情
報
の
発
信
） 

第
十
二
条 

県
は
、
県
政
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
意
思
疎
通
手
段
に
よ
る
発

信
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
災
害
時
等
の
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
円
滑
な
意
思
疎
通
の
確
保
） 

第
十
三
条 

県
は
、
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
教
訓
及
び
障
害
者
を
取
り
巻
く
防
災
課
題
を
踏
ま
え
、
災

害
そ
の
他
非
常
の
事
態
に
お
い
て
、
障
害
者
が
障
害
の
特
性
に
応
じ
て
情
報
を
取
得
し
、
及
び
利
用
し
、

並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
情
報
通
信
機
器
等
の
利
用
方
法
の
習
得
等
） 

第
十
四
条 

県
は
、
障
害
者
及
び
意
思
疎
通
支
援
者
が
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並

び
に
円
滑
な
意
思
疎
通
に
資
す
る
情
報
通
信
機
器
そ
の
他
の
機
器
及
び
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
役

務
の
利
用
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
講
習
会
の
実
施
、
相
談
へ
の
対
応
そ
の
他
の
必
要

な
取
組
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

（
市
町
と
の
連
携
） 

第
十
五
条 

県
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通

に
係
る
取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
に
対
し
て
情
報



の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
学
校
に
対
す
る
環
境
の
整
備
へ
の
支
援
） 

第
十
六
条 
県
は
、
日
常
的
に
意
思
疎
通
手
段
を
必
要
と
す
る
者
に
対
す
る
教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
の

取
組
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
市
町
、
障
害
者
、
意
思
疎
通
支
援
者
、
関
係
団
体
及
び
事
業
者
そ
の
他
の

関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
に
対
す
る
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支

援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
事
業
者
に
対
す
る
環
境
の
整
備
へ
の
支
援
） 

第
十
七
条 

県
は
、
障
害
者
が
勤
務
又
は
勤
務
を
予
定
す
る
事
業
者
に
対
し
、
当
該
障
害
者
が
障
害
の
特

性
に
応
じ
て
情
報
を
取
得
し
、
及
び
利
用
し
、
並
び
に
円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
情
報
の
提
供
、
相
談
及
び
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行

う
も
の
と
す
る
。 

（
財
政
上
の
措
置
） 

第
十
八
条 

県
は
、
障
害
者
に
よ
る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                   


